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１．はじめに  

外来種の侵入は，日本特有の河川生態系へ悪影響を与えることが指摘されている．外来種の中でも，特定外来種

の生息は，河川生態系に大きな被害をもたらすことが確認され，その防除活動が積極的に推進されている 1)．特定

外来種の中でも，アレチウリは（Sicyos angulatus），全国の河川で猛威を振るい，河川の植物群落多様性の維持・

管理のために，早急に防除が求められる植物である 2) 3)． 既往研究で，アレチウリ開花時期，種子生産の概要は明

らかにされている．開花期は 8～10 月，雌雄同株で１個体当たり 400～500 個の種子をつけるとの報告もある 4)．種

子には休眠性があるので土壌シードバンクを形成する． 

アレチウリの防除を考える場合，より詳細な検討の余地が残る．例えば，種子の結実状況や種子生産量，個体群

拡散過程を考察する上で重要となる種子の水中での挙動などに検討の余地がある．本研究では，アレチウリ種子の

生産状況とその数量，アレチウリ種子の密度，及び水中での沈降特性の基礎的な検討を行うことを目的とする． 

２．研究の方法 

(1)調査地の概要 

調査は 2009 年 10～11 月にかけ信濃川水系千曲川で行った．調査地は千曲川の中流部に位置する鼠橋付近（長野

県埴科郡坂城町，以下，調査地）である．調査地は長野県境から 95.6～97km 区間，河道幅約 100m，河床勾配 1/200，

河道両岸に築堤が行われている． 

(2)現地調査の方法及びデータ解析 

a)調査地におけるアレチウリの結実状況と結実種子数の計測 

調査地内では，著しくアレチウリが優占した地点（以下，アレチウリ群落と記述する）で多くの結実が確認でき

た．そのため，アレチウリ群落内で結実状況を観察すると同時に果実に含まれる種子数を計測した． 
b)冠水を想定したアレチウリ種子浮遊状況の観察 

アレチウリが冠水した時にアレチウリ種子が浮遊・流出する状況を推定するために，アレチウリ群落内で種子の

浮遊・流出状況再現を行った．直径約 0.2m の塩ビパイプをアレチウリ群落の地表面に据え，塩ビパイプの上から

約 2.5 リットルの水を注ぎ，塩ビパイプ内の水柱に浮遊するアレチウリ種子の状況を観察した． 
c)種子の比重計測・沈降特性の把握 

水中でのアレチウリ種子の浮遊特性を推定するため，アレチウリ種子の比重計測，沈降実験を行った．アレチウ

リの種子は，結実時，外皮に覆われているが，暴露状況により外皮が外れ内部の種子がむき出しになる変化をする． 
そのため，以下の手順で種子の密度を計測した．調査地で採取したアレチウリの種子を外皮に覆われたもの（以

下，外皮種子）と外皮がないもの（以下，外皮なし種子）に分類し，各 100 個の種子（以下，供試種子と記述する）

を準備した．各供試種子の重量を計測し，アレチウリの種子の体積を求めるため，種子の長径・短径を計測し体積

は楕円体積公式で体積求めた．また，両分類の 100 個体の体積をメスシリンダーで計測，種子１個の体積を求め，

楕円体積公式による体積計算の妥当性を検証した． 
沈降特性は，両分類の供試種子各 100 個を体積 1800cc のセル瓶内に入れ，ビデオカメラで 72 時間撮影し，沈降 

したアレチウリの種子数を計測した． 
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３．結果と考察 

(1)果実の結実状況と結実種子数の計測 
図-1にアレチウリの結実状況を示す．アレチ

ウリの茎には 10～20cm おきに節があり，節に

は 1 つ葉・果実がある．また，結実位置は，各

個体の先端部に近い節にしか結実しない状況

であった．果実数は限定された計測ではあるが

1 茎あたり 10～15 個であった．また，アレチ

ウリ 1 果実に含まれる種子数は，1 果実平均で

14.3 個のアレチウリ種子があった． 
 (2)冠水を想定したアレチウリ種子の浮遊

状況の観察 

図-2 に冠水を想定したアレチウリの種子の

浮遊状況を示す．注水後，塩ビパイプ内に水柱

が形成されると同時に外皮種子が浮遊した．ア

レチウリ群落内の実験では各塩ビパイプで 10
～20 個の外皮種子が浮遊した．出水による冠

水時，冠水と同時にアレチウリ種子は浮遊し流

出することが推定された．特に外皮種子は，そ

の傾向が顕著であると考えられた． 
(3)アレチウリ種子の比重計測 

外皮種子の比重は楕円体積公式を用いた場合は平均 0.51，100 個体の体積から１個体の体積を求めた値を用いた

場合は 0.79 であった．外皮種子は比重が 1 よりも軽く水中では浮遊する結果となった． 
外皮なし種子の比重は楕円体積公式を用いた場合は平均 1.04，100 個体の体積から１ 個体の体積を求めた値を用

いた場合は 1.22 であった．外皮なし種子は概ね沈降する結果となった．  
(4)沈降特性の把握 

沈降時間については，外皮種子は 100 個体の内 1 個体が 35 時間 50 分後に沈降した．それ以外の個体は 72 時間

後においても沈降しなかった．外皮なし種子は投入直後に 100 個体中 53 個体が沈降した．沈降した 53 個体の内の

１個体が 10 分後に浮上し沈降した個体は 52 個体となった．浮遊状況観察，密度及び沈降特性から推定すると，ア

レチウリ群落が冠水し流出したアレチウリ種子はすぐには沈降せず，長時間浮遊を続けると考えられる．大石らは，

アレチウリ種子は沈降速度を細砂(0.2～0.02mm)と同様とし，アレチウリ種子が漂着する地点を推定している 5)．

現地計測の結果，大石らの仮定に浮遊する外皮種子の流出・沈降を考慮することにより，より正確にアレチウリ種

子の漂着する場所の特定，その要因を明らかにすることが可能になると考えられる．但し，本実験は静水中での実

験のため，出水などの流れの中では異なる特性を持つ可能性があるため，今後，これらの検討を行う． 
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図-1 アレチウリの結実状況図 

 注水前 注水後 

 
図-2 アレチウリ種子の浮遊状況 




